










1.研究目的

　経口避妊薬服薬中止後の月経周期,特に卵胞期の延長は臨床上よく知られて

おり ,遅延排卵などの異常が生じている可能性は否定できない。

Carr(1967,I970)が経口避妊薬中止後 6 ケ月以内に妊娠した母親の流産胎児に

染色体異常(特に多倍体)の増加を報告して以来,多くの研究があるが,ヒトにお

ける疫学的研究には多くの困難があり,経口避妊薬の催奇性の有無に関しては

いまだ結論が得られていない。


